
MPC-225 システムアップデートプログラムについて 
 
本アップデートプログラムは以下の変更を行うものです。下記仕様に変更の必要がある場合にのみご利用ください。 

(1) リカバリープログラム領域をＥドライブからＲドライブへ変更 

(2) Ｂモードリカバリーシステムの機能追加 
  

 

変更方法 
(1)リカバリープログラム領域をＥドライブからＲドライブへ変更 

  <内容> Ａモードで起動（Windows2000 を起動）した場合、リカバリープログラム領域（第３パーティション） 

     が、デフォルトでＥドライブ（可視）として見えています。 
  <変更> Ｅドライブ（可視）をＲドライブ（不可視）に変更。 

     リカバリープログラム関連の全ディレクトリとファイルを、隠し＆読み込み専用に変更。 

 
(2)Ｂモードリカバリーシステムの機能追加 

  <内容> リカバリー処理中にディスク容量が無くなりエラー（バックアップファイルの生成に失敗）が発生し 

     た場合、途中まで作成したバックアップファイルが消されず、そのまま残ってしまいディスク容量を圧 
     迫してしまう。 

  <変更> 上記エラーが発生した場合にバックアップファイルが残らない様に変更。 

   
注意 

プロダクトID 入力後、一度だけアップデートプログラムを実行してください。複数回起動しますとエラーとなりま

す。 
 

アップデートの方法 

 
(1) Ａモードにて Windows2000 を起動します。この時、Administrator 権限を持つユーザーでログインします。 

(2) アップデートプログラムをダウンロードします。ダウンロード先の指定は特にありません。 

(3) ダウンロードしたセットアッププログラム（MPC225up.exe）を実行します。 
(4) 画面の指示に従って操作していきます。以下、アップデートプログラム起動後の画面遷移を示します。 

  4-1.アップデートプログラムを起動すると、プログラムの解凍が開始されます。 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 
 



  4-2.Welcome 画面が表示されます。[次へ]を選択します。 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 
 
  4-3.インストール先フォルダを指定します。デフォルト設定のまま[次へ]を選択します。 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 
 
  4-4.アップデートプログラムのインストールが開始されます。（ここでは操作はありません） 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

  4-5.アップデートプログラムを完了します。[完了]を押下します。 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

以上で、リカバリプログラム／ドライブレターのアップデートは完了です。 

PC を再起動させ、正しくアップデートされている事を確認します。 
 

 



確認方法 
(1) リカバリープログラム領域をＥドライブからＲドライブへ変更 
  マイコンピュータでＥドライブが無くなっている事を確認します。 
 

 変更前  
 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 

 変更後  
 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
(2)Ｂモードリカバリーシステムの機能追加 
  ディレクトリ数とファイル数を確認します。（6 ディレクトリ／16 ファイル） 
  Windows 側からはＲドライブで認識されます。 
   1.DOS コマンドプロンプトを起動します。（[ｽﾀｰﾄ]-[ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ]-[ｱｸｾｻﾘ]-[ｺﾏﾝﾄﾞﾌﾟﾛﾝﾌﾟﾄ]） 
   2.Ｒドライブに行きます。（R: <Enter>） 
   3.一覧を表示させます。（dir /A:H /O:GN <Enter>） 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 


